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　目的　適合性の優れた、履き心地の良い靴を設計することを目的に。昨年に引き続き足

部計　1 を行ない、下腿部・足部の形態の特徴およびヒールの靴着用による下腿部・足部の

変化について検討した。あわせて市場調査を行ない考察の資料とした。

　方法　資料は1988･ 1989年に行なった女子大生139名の計測値である。計測方法は昨年

度報告と同様である。市場調査は百貨店並びに靴専門IS （11 店）を対象とした。

　結果　1）計測値の概観では、第１指高と母指角度の変動係数が高く。個人差の政る部

位であるといえる。２）ローレル示数別・体重別・身長別の分類による下腿部・足部の比

較では。いずれの場合にも第１指高と母･指角度は。分類に左右されない固有の部位である

といえる。3 )本資料S J工Ｓ規格の表示サイズにあてはめると、足長は77%の人が22.0

~ 23.5cinの範囲に、ウイズは85％の人がC ~ 2 Eの範囲に分布している。4 ）ヒールの高

さによる下腿部・足部の変化では、下腿最大囲は増加、足部のポール・ウエストは減少の

傾向にある。5 )足長に対する内ふまず・ﾀﾄふまずの割合は。内ふまずでは約73,外ふま

ずは約64を示す。　また、足先の形は大別して３つのパターンに分けることができる。これ

らは。靴先の形の設計には大切な要素といえる。6 ）主成分分析の結果は。第６主成分ま

で抽出され。第１指高・母指角度は他項目とは独立している。
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Ｃ目的１　　近年ドレスシャツ（ワイシャツ）は、ファッション界の影響を受け、その色、

柄、デザイン、素材とも豊富になってきており、個人の体型や嗜好に合わせるため、オー

ダーメイドの需要も伸びつつある。本研究は、ドレスシャツについてアンケート調査を実

施し、その問題点を探り、今後の動向について検討した。

Ｅ方法３　　ドレスシャツの購入や着装方法についての実態調査は、1989年９月～11月の期間、

近畿在住の会社員を対象に20～sa歳までの成人男子にアンケート用紙を配布し、留置法で

実施した。回答者数は408名である。

　［結果］　（1）自己の身体寸法、衣服寸法の認識度について；　ドレスシャツの首回り、桁

を把握している人は約64％であり、若年令は低く、年代が高くなるほどその認識度は高い。

また胸囲、胴囲、腰囲の認識度は全体に低い傾向であった。（2）色、柄、デザインについて

；白無地を選択する人が約65 ％を占め、色・柄物は若い年代よりも年輩の人の割合が多か

った。デザインはダーツ入りよりも背にセンターボヅクス・プリーツ入りが好まれている。

（3）。衿とカフスについて：　衿はレギュラーが主であるが、若い人にはボタンダウン、年輩

者にはワイドスプレヅトが好まれており、カフスはスクウェアが多かった。（4）素材につ

いて：　若い世代は天然素材を好んで’いる。（5）購入方法について：　40代以上になるとオーダ

ーメイドする割合が高くなり、オーダーする理由は、贈答品として貰ったから、自分の体

型に合わせるためがその理由である。また既製品に対する不満は首回り、袖丈、肩幅が合

わないなど身体へのフィット性を挙げている。


